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シカゴ万国博覧会における二人の女性：Ellen Swallow Richards＆Mary Stevenson Cassatt
女性』は、女性が女性を教育するという、新しい女性の象徴を表現していると考えることができる。
　左端のパネルは、『名声を追求する少女達』と名付けられ、３人の少女達がカモに追いかけら
れながら、ふんわりと空中を飛んでいる裸の人物を追いかけている構図となっている。裸の人物
は、名声や栄誉を表現しており、少女達は、髪や衣服の乱れは気にしないで、競って名声を追っ
ている。足元のカモは、彼女達を批判する大人を表現している。いつの時代にも見られる光景で
ある。
　右端のパネルは、『芸術・音楽・舞踊』と名付けられ、それぞれ、芸術、音楽、舞踊をあらわ
す３人の女性が描かれている。この壁画の特徴は、３人の女性が男性にインスピレーションを与
えるミューズとしてではなく、また、男性に描かれているモデルでもなく、逆に表現する主体と
して描がかれている。
　カサットが書いたパーマーへの手紙が残されている14）。
　この壁画において特徴的な点は、『名声を追求する少女達』『知識の果実を収穫する若い女性』
『芸術・音楽・舞踊』において、男性の姿が全く描かれていないことである。カサットは、男性
との対比おける女性を描くのではなく、主体的に行動し、互いに連携する新しい女性を表現して
いる。
　カサットの壁画は、当然ながら、マクモニーズの昔の女性、すなわち『プリミティブウーマ
ン』と比較されたが、当時の評価は酷評ともいえるものであった14）。マクモニーズは、プリーツ
のある古代の衣装を身に着けた女性達が水汲みや育児に携わっている姿を描き、労働に対する伝
統的な男女の役割を提示した壁画を製作した。結果的に、多くの批評家達は、カサットの壁画を
「失敗」とし、マクモニーズの壁画を「成功」とした。
　しかし、このような批判に対して、擁護する意見もある。すなわち、「壁画の主題のもつわか
りにくさや曖昧性にこそモダニティーがあった」とする意見である15）。女性館は、労働における
男女平等や、参政権、女性の社会進出といった政治的な問題には直接的には関与していないとい
う事実も、それを裏付けている。自立した女性の生き方を静かに模索するという主題を壁画に込
めているのではないかと考える。
4.　お　わ　り　に
　国際博覧会条約による国際博覧会の定義は、「１．国際博覧会とは、名称のいかんを問わず、
公衆の教育を主たる目的とする催しであって、文明の必要とするものに応ずるために人類が利用
することのできる手段又は人類の活動の一若しくは二以上の部門において達成された進歩若しく
はそれらの部門における将来の展望を示すものをいう。２．博覧会は、二以上の国が参加するも
のを、国際博覧会とする。３．国際博覧会の参加者とは、当該国際博覧会に公式に参加している
私は当世風の現代的な女性を描こうとしています。細部にいたるまでできるだけ正確に今の時代の流行
を表現しようと思います。知識や科学の果実を収穫する若い女性達を、中央の最も大きな構図の主題に
しました・・・・・・・・喜ばしい、ある盛大な祝祭日の一日のできごととして描こうと思います・・・・・・・・
両脇に二つ作品を置くスペース上の余裕があります。一つは、間もなくとりかかる予定ですが、名声を
追求する少女たちという主題にしようと思います。私にとってこの主題はとても現代的なものに思われ
ます・・・・・・・もうひとつのパネルは、芸術、音楽、舞踊を表現することになるでしょう。もちろ
んすべてが最も現代的に描かれるでしょう。
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国の陳列区域にあるその国の展示者、国際機関、当該国際博覧会に公式には参加していない国の
展示者及び当該国際博覧会の規則により展示以外の活動特に場内営業を行うことを認められた者
をいう。」とある。
　公衆の教育を主たる目的とするシカゴ万博おいて、リチャーズとカサットは、女性達への自立
の啓蒙を行うために、メッセージを発信した。リチャーズは、健康な生活を科学的な手法で推進
するための女性の役割を、ランフォード・キッチンという具体的な展示で示した。カサットは、
新しい女性の生き方を壁画という手段で提示した。
　わずか２歳しか違わない２人の女性の生き方は、女性解放運動という流れの中では、異なった
路線を歩んだ（リチャーズは、男女分離主義に反対する家庭派フェミニストであり、カサット
は、女権拡張を主張するフェミニストであった）が、リチャーズは、家政学を確立し、カサット
は女流画家の活躍の道筋を開いた。主義・主張は異なっていたが、２人は、シカゴ万博において、
女性の自立という新しい生き方を提示したと考える。
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